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 冬の時差Bizの取組 
【鉄道事業者】 

  

【参加企業】  

・時差Biz応援イベント 

  ・車内や駅でのポスター・動画掲出、ポイント特典付与 

   早朝時間帯の臨時列車の運行、混雑の見える化（アプリ等） 等 

  ・時差出勤・テレワーク・フレックスタイム制 等 

駅でピーク時間後の通勤者へ商品配布 

郊外部での朝活講座の実施 サテライトオフィスの利用促進 



参加企業数の増加 
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1024社 

319社 

H29.7.25 

824社 

H29年度 
時差Biz期間 
終了時点 

H30.8.10 
H30年度 

夏の時差Biz期間 
終了時点 

H31.2.1 
H30年度 

冬の時差Biz期間 
終了時点 

・平成30年度目標の1,000社を達成 
 

・平成29年度時差Biz期間終了時点 

 から約３倍に増加 



想定参加人数の推移 
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H29年度 

時差Biz期間 

H29.7.11 
～H29.7.25 

（2週間） 
H30年度 

夏の時差Biz期間 

H30.7.9 
～H30.8.10 

(約1か月) 
H30年度 

冬の時差Biz期間 

H31.1.21 
～H31.2.1 

(約2週間) 

約6万人 

約18万人 

約11万人 

「実施期間が短い」「繁忙期と重なる」  
などの理由で、夏と比べて実施人数が 
減少した企業もあった 



出勤時間帯の比較 
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通常の出勤時間帯 
(代表的なもの) 

■ 夏の時差Biz期間中の 
出勤時間帯(複数回答) 

冬の時差Biz期間中の 
出勤時間帯(複数回答) 

■ ■ 

参加者へのアンケート調査 【回答数】夏：1,143人 冬：617人 

夏の時差Bizと比較して、早めの時間帯に出勤する人が減り、遅めの時間帯に出勤する人が増加した。 

計6.7ポイント減 

計10.1ポイント増 

<参加者から寄せられた意見・要望> 
・冬は厚着になり混み合うため、時差Biz参加による効果がより感じられた。 

・夏はピーク時間前に出勤したが、冬の朝は気温が低いため、ピーク時間後に出勤した。 

・冬の時差Bizは実施期間が短く、時差出勤できる日が少なかった。もう少し長い期間で実施してもらいたい。 

・職場や取引先の理解がないと参加しにくいため、企業への働きかけや機運醸成を強化してほしい。 
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出勤時間帯別の体感混雑状況 
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普段より空いていた ■ 

時差Biz期間中の出勤時間 

普段と変わらない ■ 普段より混んでいた ■ 

夏と同様、7:30以前と9:31以降で「普段より空いていた」の割合が高くなる 

参加者へのアンケート調査（N=617） 
時差Biz期間中の参加者各々の出勤時間帯ごとに、時差Biz期間外と比較した体感の混雑状況を調査 



夏と冬の取組内容の違い 
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参加企業へのアンケート調査 【回答数】174社 

■夏の時差Bizと冬の時差Bizで、取組内容を変更しましたか？ 

<変更した点> 

・夏はピーク時間前の出勤を推奨し、冬はそれに 

 加えて、ピーク時間後の出勤も促した。 
 

・夏は単に社員への呼びかけのみだったが、冬は 

 オフピーク通勤者への軽食・飲料の提供等イン 

 センティブを与えた。 

 

・出勤時間のパターンを増やした。 

 

・テレワークの回数制限を廃止して、利用 

 促進を図った。                   

                             など 

変更した 
23.0% 

変更しなかった 
57.5% 

冬の時差Bizから 

初めて参加 
19.5% 
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① 時差Biz参加企業・想定参加者数の多いエリアにある駅  

② 夏の時差Biz期間中に、大幅なピーク率の減少が見られた駅     

改札口の時間帯別の 

定期利用出場者割合※を 

過去２年間の同曜日のデータと比較 

※ピーク率：８～９時の出場人数／午前中の出場人数 

■調査日 ■分析方法 

■調査対象駅（全16駅） 

改札口データの調査概要 

○冬の時差Biz期間１週目の平日４日間 

21日 23日 24日 25日 

月 水 木 金 

① 
新宿エリア 

JR新宿駅／東京メトロ新宿駅／東京メトロ新宿三丁目駅 
都営新宿駅／都営新宿西口駅／都営新宿三丁目駅 
小田急電鉄新宿駅／京王電鉄新宿駅／西武鉄道西武新宿駅 

新橋エリア JR新橋駅／東京メトロ新橋駅／都営新橋駅／都営内幸町駅／都営汐留駅 

② 東京メトロ豊洲駅／都営都庁前駅 

 ※前年同曜日が輸送障害のため、2019年１月22日（火）除く 



     ・1.4ポイント減（平成29年同曜日比）   ・変化なし（平成30年同曜日比）  

■平成31年 

■平成30年 

■平成29年  

■全16駅の４日間平均 

全対象駅の平均ピーク率 
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東京メトロ有楽町線 豊洲駅 

■ピークの分散が見られた駅（４日間平均）の出場者割合の分布 

ピークの分散が見られた駅① 

■平成31年 

■平成30年 

■平成29年  

4.7㌽減少 

混雑の分散 
混雑の分散 
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 都営大江戸線 都庁前駅 

■ピークの分散が見られた駅（４日間平均）の出場者割合の分布 

ピークの分散が見られた駅② 

■平成31年 

■平成30年 

■平成29年  

2.8㌽減少 

混雑の分散 
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 都営大江戸線 汐留駅 

■ピークの分散が見られた駅（４日間平均）の出場者割合の分布 

ピークの分散が見られた駅③ 

■平成31年 

■平成30年 

■平成29年  

6.4㌽減少 

混雑の分散 
混雑の分散 
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ピークの分散が見られた駅④ 
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■ピークの分散が夏よりも認められた駅 

■平成30年夏平均 

■平成31年冬平均 

 都営大江戸線 汐留駅 

※平成３１年１月４週目（22日（火）、23日（水）、24日（木））と 

  平成３０年７月４週目（24日（火）、25日（水）、26日（木））のピーク率の平均を比較 

1.4㌽減少 

混雑の分散 


